
１
・

と
高
い
有
効
求

66

人
倍
率
と
実
際
の
雇
用
の

実
態
を
ど
う
見
る
か
。

有
効
求
人
数
と
有
効
求

職
数
の
内
容
の
隔
た
り
の

大
き
さ
も
倍
率
に
反
映
し

て
い
る
と
考
え
る
。

医
療
・
福
祉
関
係
の
倍

率
が
高
い
の
は
求
人
数
に

求
職
者
が
少
な
い
、
い
わ

ゆ
る
人
手
不
足
の
反
映

だ
。
建
設
業
・
製
造
業
も

同
じ
傾
向
だ
。

雇
用
の
安
定
を
確
保
す

る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
医
療
・
福
祉
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る

上
で
も
重
要
だ
。

求
人
の
内
容
の
改
善
が

必
要
だ
。
正
規
職
員
化
の

促
進
、
賃
金
の
引
き
上
げ

な
ど
労
働
者
の
待
遇
改
善

を
進
め
な
が
ら
、
求
人
と

求
職
の
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

を
解
消
す
る
対
策
が
重
要

で
は
な
い
か
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

山 田 守
宝田1-9-1-31
２３－６５４８

知
事
等
へ
の
質
問
・
傍
聴
の
ご
案
内

振
興
、
を
予
定

し
て
い
ま
す
（
一
部
変
更
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）。

傍
聴
は
、
６
月

日
（
月
）

26

午
前

時
地
区
委
員
会
出
発

10

現
地
で
各
自
昼
食
後

午
後
１
時
頃
か
ら
１
時
間
傍
聴

地
区
委
員
会
帰
着
４
時
半
頃

※
参
加
費

ガ
ソ
リ
ン
代
５
百
円

☆
関
心
の
あ
る
方
は
、

日
（
木
）
ま

22

で
地
区
委
員
会
（
℡
２
２
―
３
３
１

３
）
、
ま
た
は
関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

（
県
議

関

徹
）

県
議
会
６
月
定
例
会
が
今
月

日
20

（
火
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
私
は
本

会
議
で
の
一
般
質
問
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
２
年
に
１
回
（
他
に
予
算
委
員
会

質
問
が
２
年
に
１
回
）
、
知
事
・
教
育

長
等
に
質
問
す
る
機
会
で
す
。今
回
は
、

○
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の
知
事
の
所
見

○
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
の
基
本

○
高
校
再
編
（
田
川
地
区
の
定
時
制
・

通
信
制
の
充
実
、中
高
一
貫
校
の
是
非
）

○
荘
内
病
院
の
病
床
数
削
減
問
題
な
ど

地
域
医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア

○
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
や
、
路

線
バ
ス
存
続
な
ど
公
共
交
通
対
策

○
家
族
経
営
・
兼
業
の
支
援
な
ど
農
業

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
が

日
開
会
さ
れ
ま
し

13

た
。
総
括
質
問
で
日
本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、

①
地
域
経
済
と
雇
用
、
②
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
拡
張
事
業
、
③
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
④
文

化
会
館
改
築
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
、
⑤
米
政
策

の
見
直
し
と
市
の
対
応
に
つ
い
て
、
当
局
を
質
し
ま
し

た
。
（
市
長
答
弁
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
）

雇
用
安
定
に
労
働
者
の
待
遇
改
善
必
要

動
物
の
飼
育
と
実
験
室

に
使
え
る
施
設
を
作
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
終

了
後
に
他
の
施
設
に
転
用

が
困
難
と
聞
く
。

慶
応
先
端
研
の
使
用
を

前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
本
来
慶
応
先
端
研

が
整
備
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
の
か
。

動
物
実
験
に
変
わ
る
方

法
を
求
め
る
の
が
世
界
の

当
初
建
設
予
定
価
格
の

２
倍
と
な
っ
た
こ
と
に
対

す
る
市
民
の
批
判
は
相
当

強
い
。
な
ぜ
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
再
検
討
出
来
な
か

っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。

今
回
の
建
設
費
の
増
加

と
市
民
か
ら
の
批
判
が
強

い
こ
と
も
含
め
て
、
今
後

に
生
か
す
べ
き
、
く
み
取

る
教
訓
は
何
だ
と
考
え
て

い
る
か
。

吊
り
天
井
の
施
行
方
法

は
、
当
初
設
計
の
段
階
で

も
建
築
基
準
法
施
行
令
の

改
正
に
基
づ
い
た
も
の
だ

と
思
う
し
、
屋
根
の
施
工

方
法
の
変
更
、
特
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
注
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
当
初
か
ら

想
定
さ
れ
得
な
か
っ
た
も

の
な
の
か
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

文
化
会
館
、
再
検
討
で
き
な
か
っ
た
の
か

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て

合
併
後

校
が
廃
止
統
合

14

さ
れ
第
１
期
計
画
及
び
第

２
期
計
画
は
全
て
終
了
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
統
廃
合
は

複
式
学
級
解
消
を
基
準
と

し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、

複
式
数
学
級
を
一
律
に
否

定
す
る
こ
と
は
正
し
く
な

い
の
で
は
な
い
か
。

地
域
住
民
の
声
と
地
域

性
に
配
慮
し
た
対
応
も
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

今
後
新
た
な
統
廃
合
計

画
の
策
定
も
行
わ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
点
も
考
慮

し
て
見
直
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
統
廃
合
さ
れ
た

学
校
の
後
利
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

学
校
統
廃
合
、
住
民
の
声
に
配
慮
を

流
れ
だ
。
研
究
テ
ー
マ
、

使
用
す
る
動
物
、
ど
の
よ

う
な
実
験
を
想
定
し
て
い

る
か
、
安
全
へ
の
問
題
は

な
い
の
か
。

動
物
実
験
施
設
、
使
用
後
の
転
用
困
難

１０日、赤川河川敷で鶴岡市水防訓練が行われまし

た。３００人余の消防団員が参加し、４つの工法にに

よる水害防止の作業訓練を行いました。

加藤太一市議が市民文教常任委員として出席しま

した。



７
日
、
鶴
岡
民
主
商
工

会
（
菅
原
健
一
会
長
）
は
、

市
役
所
を
訪
れ
五
十
嵐
課

税
課
長
に
、
個
人

番
号
の
記
載
さ
れ

た
「
特
別
徴
収
税

額
の
決
定
・
変
更

通
知
書
（
特
別
徴

収
義
務
者
用
）
の

返
還
を
行
い
、
今

後
個
人
番
号
を
記

載
し
な
い
よ
う
申

し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

遠
藤
強
副
会
長

他

人
が
出
席
。

12
遠
藤
氏
が
「
従
業

員
の
個
人
番
号
を
通
知
書

に
記
載
し
な
い
こ
と
を
求

め
ま
す
」
と
の
要
請
文
を

手
渡
し
、
出
席
し
た

事
11

業
者
が
そ
の
場
で
通
知
書

を
返
還
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
個
人
番
号
を

伏
せ
た
も
の
を
コ
ピ
ー
し

再
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
事
業

主
に
番
号
を
知
ら
れ
た
く

な
い
人
も
い
る
」
「
罰
則

付
き
の
厳
し
い
管
理
義
務

が
あ
り
個
人
事
業
者
で
は

対
応
で
き
な
い
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

申
し
入
れ
に
は
加
藤
太

一
市
議
も
同
席
し
ま
し

た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月8日入札分

・羽黒第四地区地域活動センター改修工事実施設計業務委託（羽黒町上野
新田）（入札15業者）
HARADA・ARCHITECTUREGROUP株式会社 5,463,000円（7,926,000円）

期間～11/30（落札率68.93％）
・鶴岡市立保育園移転新築工事実施設計業務委託（陽光町9番11外、学校
用地の一部）（入札13業者）
(株)総建築設計事務所 19,900,000円（28,553,000円）

期間～11/24（落札率69.69％）
・藤島くりくり保育園遊戯室屋根等改修工事（藤島字笹花）（入札6業者う
ち2業者辞退1業者無効）
(株)利共瓦板金産業 3,800,000円（4,060,000円）工期～7/28（落札率93.60％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月8日入札分

・市道沢山木揚場線(岩川橋)架替測量業務（大岩川地内）（入札11業者）
(有)鶴岡測量 3,300,000円（3,497,000円）期間～9/29（落札率94.37％）
・市道堅苔沢4号線宮田橋ほか測量設計業務（堅苔沢地内）（入札11業者）
綜合技術テクノス(株) 8,550,000円（8,724,000円）

期間～12/18（落札率98.01％）
・市道大泉橋一日市町線測量設計業務（本町一丁目地内）（入札11業者）
(有)安野測量事務所 5,500,000円（5,714,000円）期間～10/31（落札率96.25％）
・市道文下馬場添荒井京田線防雪柵測量設計業務（播磨地内）（入札11業
者うち1業者辞退）
(株)榎本測量設計事務所 8,000,000円（8,307,000円)

期間～9/29（落札率96.30％）
・市道東新斎町西京田線防雪柵測量設計業務（平京田地内）（入札11業者
うち1業者辞退）
(有)佐藤測量設計事務所 7,000,000円（7,237,000円）

期間～9/29（落札率96.73％）
・市道松尾今野線防雪柵測量設計業務（羽黒町後田地内）（入札11業者）
(株)アサヒ技術 5,680,000円（5,948,000円）期間～9/29（落札率95.49％）
・市道花戸線花戸2号橋橋梁補修工事（大針地内）（入札5業者）
(株)伊藤組 32,500,000円（32,985,000円）工期～10/31（落札率98.53％）
・平成28年災第2752号市道少連寺長滝東目線道路災害復旧工事(繰越明許)
中止

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
6月8日入札分

・虹の広場駐車場測量設計業務（宝田一丁目地内）（入札11業者うち1業者
辞退）
(株)石川測量事務所 5,000,000円（5,246,000円）期間～9/15（落札率95.31％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月7日入札分

・市浄化槽事業 朝日地区浄化槽放流管渠新設工事（大針地内）（入札3業者）
(株)新栄 2,100,000円（2,122,000円）工期～8/25（落札率98.96％）
・市公共下水道事業 汚水４Ｈ００１号ほか路面復旧工事（中野京田地内
ほか）（入札9業者うち1業者辞退）
(株)三庄 9,100,000円（9,368,000円）工期～8/31（落札率97.14％）
・市公共下水道事業 汚水１３Ｊ０８６～０９０号新設工事（茅原地内）（入
札12業者うち1業者欠席）
ユーワ(株) 9,300,000円（9,628,000円）工期～10/31（落札率96.59％）

要請書を朗読する鶴岡民商の遠藤副会長（左）

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は

１
件
で
す
。

「
治
安
維
持
法
に
よ
る

犠
牲
者
救
済
に
関
す
る
請

願
」
（
治
安
維
持
法
犠
牲

者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
鶴

岡
田
川
支
部
長

戸
村
昌

也
）
で
、
紹
介
議
員
は
共

産
党
市
議
団
の
加
藤
太
一

議
員
と
無
会
派
の
田
中
宏

議
員
で
す
。

日
の
総
務
常
任
委
員

20
会
（
佐
藤
博
幸
委
員
長
）

で
審
査
さ
れ
ま
す
。

同
盟
は
こ
れ
ま
で
、
鶴

岡
市
議
会
に
１
９
９
３
年

（
平
成
５
）
年
以
降
６
回

の
請
願
を
提
出
し
、
直
近

で
は
２
０
１
４
年
６
月
議

会
で
い
ず
れ
も
不
採
択
。

今
回
の
請
願
は
７
回
目
と

な
り
ま
す
。

請
願
で
は
、
治
安
維
持

法
は
「
事
前
の
政
府
の
説

明
な
ど
を
全
く
無
視
し
た

拡
大
解
釈
と
２
度
の
改
正

で
、
共
産
党
員
や
無
政
府

主
義
者
ば
か
り
で
な
く
、

ど
ん
ど
ん
適
用
範
囲
を
広

げ
、
今
で
は
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
主
権
在
民
や

人
権
尊
重
、
反
戦
平
和
を

求
め
た
り
、
政
府
の
方
針

を
批
判
し
た
り
し
た
国
民

を
検
挙
し
、
違
法
の
拷
問

・
凌
辱
・
虐
待
を
含
む
過

酷
な
取
調
べ
で
、
徹
底
的

に
弾
圧
」
し
た
法
律
で
、

基
本
的
人
権
を
侵
す
「
人

道
に
反
す
る
も
の
」
で
あ

り
、
そ
の
被
害
者
・
犠
牲

者
に
対
し
て
名
誉
回
復
と

本
人
及
び
家
族
を
救
済
す

る
た
め
に
国
に
意
見
書
の

提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。

同
様
の
請
願
は
全
国
４

０
４
市
区
町
村
議
会
で
、

県
内
で
は
山
形
市
・
米
沢

市
・
南
陽
市
・
寒
河
江
市

な
ど

市
町
議
会
で
、「
人

16

道
上
の
問
題
で
、
公
益
に

該
当
す
る
」
、
「
早
く
解
決

す
べ
き
問
題
だ
」
と
し
て

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
農
業
の
維
持
・
継

続
に
は
、
米
価
の
下
支
え

や
農
産
物
価
格
の
安
定
が

必
要
不
可
欠
。
安
倍
政
権

の
米
直
接
交
付
金
廃
止

は
、
そ
れ
に
反
し
て
い
る
。

ま
た
、
米
の
生
産
調
整

廃
止
は
、
米
価
暴
落
を
招

き
、
地
域
農
業
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。

米
政
策
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
市
は
県
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
で
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
と

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
事
を
主
張
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
米
政
策
の
根

幹
と
も
言
え
る
戸
別
所
得

補
償
の
復
活
を
国
に
求
め

て
ゆ
く
考
え
は
な
い
か
。

農
業
の
維
持
・
継
続
に
米
価
下
支
え
不
可
欠

（
１
面
の
つ
づ
き
）


